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厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 
分担研究報告書 

 
狂犬病予防法における課題の抽出に関する研究 

 
研究代表者 前田 健 国立感染症研究所 

 

本年度は、13年ぶりに国内で狂犬病患者が発生したのでその対応と狂犬病予防法に関する課題

の抽出を行った。また、幾つかの課題に関しては、班会議を開催し、専門家を招聘して情報収

集するとともに対応策についてまとめた。さらに、犬での抗狂犬病ウイルス抗体保有率の調査

と、狂犬病ワクチンの他のリッサウイルスに対する有効性についても検討した。 

 

A.研究目的 

狂犬病については、我が国では60 年以上国内での

感染事例がないが、これは昭和25年に施行された狂

犬病予防法によるところが大きい。狂犬病予防法は

犬の飼い主に所有する犬について以下の3つの義務

を課している：①登録の義務、②予防注射の接種義

務、③鑑札・注射済票の装着義務。これに基づき、自

治体では犬の登録と鑑札・注射済票の交付等の事務

を実施している。 

一方で、我が国における犬の飼育状況は法施行当

時から大きく変わってきている。動物の愛護及び管

理に関する法律も令和元年に改正、本年6月に施行さ

れ、犬猫の販売業者にマイクロチップ（MC）の装着・

登録が義務づけられた（義務対象者以外にも努力義

務が課される）。本改正に伴い、狂犬病予防法上の

鑑札装着に関し、代替措置としてMC 装着を認めるこ

ととなった。 

また、2018 年7月に公表された国際獣疫事務局

（OIE）による日本の獣医組織能力の評価報告書では、

国際基準等に比べると、日本の狂犬病に対するリス

ク管理措置が非常に厳しいため、費用便益効果を含

むリスク評価を実施すべきと勧告がなされた。また、

総務省による規制の簡素合理化に関する調査では、

狂犬病予防注射について実施頻度の見直しを含めた

狂犬病予防注射の在り方を見直すべきと指摘された。 

本研究においては、現行の狂犬病予防に係る規制

を分析し、狂犬病予防体制を推進するための方策を

提言することを目標とする。 

 主な実施内容として、 

1）科学的知見に基づく国内の狂犬病のリスク評価 

2）現行の狂犬病予防法における課題の抽出とその対

策 

3）動物の狂犬病サーベイランスに係る検査及び情報

収集体制の強化の検討 

4）動物における狂犬病ワクチン接種の現状と問題点

の抽出 

5）ヒトにおける狂犬病対策の現状と問題点の抽出 

上記結果をもとに明らかになった課題について、

狂犬病予防業務に関わる専門家等関係者を含め検討

する。 

 

B. 研究方法 

1．狂犬病発生における調査 

2020年5月に狂犬病患者が発生した。患者検体をもと

にRT-PCRによる遺伝子検出、塩基配列の決定を行っ

た。マウスの脳に接種することによりウイルス分離

を行った。その後、全ゲノム解析を行った。 

 

2．狂犬病予防法に関する課題の抽出 

狂犬病予防法に関して、現在の状況に合わない点

を抽出した。 

 

3．狂犬病ワクチンの他のリッサウイルスに対する有

効性の検討 

 狂犬病以外に17種類のコウモリが由来すると考え

られているリッサウイルスが存在する。それらに対

する狂犬病ワクチンの効果を検討した。 

 

4．国内の飼育犬の抗狂犬病ウイルス抗体保有率の検

討 

 登録件数と実際の飼育件数が異なっており、ワク

チンの実際の接種率に関する議論がある。本年度は

413頭であるが動物病院に来院する飼育犬の中和抗

体保有率を調査した。 

 

5．ワクチン接種時期における検討 

 コロナウイルスの流行によって4月から6月に実施

すべきと定められている狂犬病ワクチン接種期間に

問題が生じたため、接種時期を4-6月に限らない旨の

通知が出た。接種期間の限定する意味とその効果に

ついて調べた。 

 

6．薬殺に関する検討  

狂犬病予防法に関して、硝酸ストリキニーネによ

る薬殺が施行規則に記載されている。硝酸ストリキ

ニーネに代わる薬剤や薬殺に意義について検討を始

めた。 

 

（倫理面への配慮） 

個人情報は可能な限り排除し、個人を特定できな

いように努めた。 

 

C. 研究結果 

1．2020年5月に狂犬病患者発生 
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静岡県の豊橋市で狂犬病を疑う患者発生の連絡を

受け、検査を実施した。担当医より狂犬病を疑うとの

連絡があり、5月19日に検査依頼があった。唾液と能

関末胃液からウイルス遺伝子の検出を試みた。2つの

プライマーセットを用いてRT-PCRを実施した結果、

唾液から2つのプライマーセットで特異増幅物が検

出された。増幅産物の塩基配列を決定した結果、狂犬

病ウイルスであることが確認されるとともに、フィ

リピンから報告されているウイルスに近縁であるこ

とが確認された。病理解剖により得られた大脳乳剤

より全塩基配列を決定した。更に、大脳乳剤をICR乳

のみマウスの脳内に接種した結果、14日目に神経症

状が認められた（図1）。乳のみマウスの脳の塗抹標

本を作製し、FITC標識抗狂犬病ウイルス抗体を用い

て蛍光抗体法を実施した結果、塗抹標本の前面に特

異蛍光が観察された。更に、乳のみマウスの脳乳剤を

マウスの神経細胞MNA細胞に接種した結果、4日後に

ウイルスの感染が確認された。分離ウイルスを

Toyohashi株とした。患者脳由来ウイルス並びに分離

ウイルスの全塩基配列を決定し、系統解析を実施し

た結果、Toyohashi株はフィリピンのルソン島で検出

されるウイルスと近縁であることが判明した（図1）。

この患者は2月14日にフィリピンから来日しており、

ウイルス遺伝子解析と一致していた。来日後、3か月

経過してからの発症であるが、聞き取り調査では

2019年9月頃フィリピンにて左足首をイヌに咬まれ

たとの情報がある。 

初診時に対応した医師1名, 内科外来看護師3名, 

集中治療部看護師10名の14名、患者の搬送にかかわ

った会社の同僚2名, 通訳者1名, 同居者1名が曝露

後接種を受けた。また, 病理解剖の際の曝露に備え

るため, 病理医1名, 病理検査技師1名, 清掃スタッ

フ3名に曝露前接種を実施した。 

 

2．狂犬病予防法における課題の抽出 

 70年前に施行された狂犬病における課題を表1に

まとめた。 

1) 狂犬病予防注射の時期が4-6月に実施すること

が定められている。しかし、現在、この時期に実

施する根拠が不明である。2020年はコロナの影

響もあり集合接種が困難であることを踏まえて、

厚生労働省から「令和2年12月31日までの間、新

型コロナウイルス感染症の発生又はまん延の影

響に よるやむを得ない事情により、狂犬病予防

法施行規則（昭和25年厚生省令第52号）第11条第

1項又は第2項において規定する期間内に狂犬病

の予防注射を受けさせること ができなかった

犬の所有者又は管理者について、当該事情が消

滅した後速やかにその犬について狂犬病の予防

注射を受けさせたときは、当該期間内に注射を

受けさせたものとみなすこととした。」（令和2

年厚生労働省令第121号）との通知が発出された。

2021年も継続するそうであるが、これらの影響

を評価したい。 

2) 予防接種の頻度に関して、毎年一回の接種義務

について問題点が挙げられた。ワクチン接種が

適さない犬についての取り扱いが問題であり、

「猶予証明書」などの発行も視野に入れる必要

がある。しかし、この基準について今後議論が必

要である。また、ワクチン効果の持続期間につい

ても、議論が必要であると考えられた。 

3) 鑑札・注射済票を首輪に装着する必要性につい

ても問題が報告されており、マイクロチップの

導入と並行して議論する必要がある。 

4) 犬の所有者はイヌの登録・鑑札装着義務があり、

管理者は予防接種の義務がある。特に自治体の

愛護センター等で抑留するイヌの取り扱いとし

て問題となっている。 

5) 狂犬病予防員は都道府県の職員となっているが、

一部では市町村職員が予防員とならざるを得な

い状況が生じている。 

6) 繋留されていない犬の薬殺について、薬殺の必

要性と毒エサに関する問題点の解決が必要であ

る。 

 

3．020年度狂犬病登録数とワクチン接種頭数（表2） 

狂犬病登録は現在6,154,316頭であり、新規登録申請

数は431,373頭、死亡届出件数は456,474頭であった。

約25,000頭の登録数の減少である。予防接種済票交

付数は4,390,580頭であり、数字上では71.3％がワク

チンを接種していることとなる。区市町村での予防

接種実施はその内約30％であった。 

 

4．犬・猫の飼育頭数について（表3） 

2020年度のペットフード協会の資料を参考にした。

犬を飼育している世帯数は約6,800,000世帯であり、

飼育頭数は訳8,489,000頭と推計されている。この推

計を基に狂犬病予防接種率を計算すると、予防接種

率は51.7％であった。 

 

5．区市町村のワクチン接種しると全体のワクチン接

種率の比較（図2） 

厚生労働省にて集計されているデータをもとに、区

市町村のワクチン接種を実施している割合と全体の

ワクチン接種率を比較した結果、区市町村のワクチ

ン接種率が上昇するにつれて、全体のワクチン接種

率が増加する傾向があり、集団予防接種の意義が確

認された。 

 

6．犬の寿命について（図3） 

犬を登録していても、死亡した場合などの抹消のた

めの手続きをしない例があり、イヌの寿命について

議論する必要があった。専門家である東京農工大学

の林谷先生、東京大学の井上先生のご協力のもと、班

会議を開催し検討した。両先生の研究成果から25歳

をイヌの登録年齢の上限とする案がまとめられた。 
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7．ワクチンの持続期間について（図4） 

毎年のワクチン接種について班会議を開催し、ワク

チンメーカーからも助言者として参加していただい

た。これまでのデータを参考にした結果、2回以上ワ

クチンを接種している個体では2年間は中和抗体が

持続することが確認された。 

 

8．他のAMED研究で作製された各種リッサウイルスの

G蛋白を外套した水疱性口炎ウイルスを用いて、タイ

の犬の血清並びに、ヒト用と犬用狂犬病ワクチンを

接種したウサギ免疫血清を用いて交差反応性を評価

した。その結果、狂犬病ワクチンにより誘導された抗

体は、狂犬病ウイルスやヨーロッパコウモリリッサ

ウイルス、オーストラリアコウモリリッサウイルス

などのPhyloグループIに属するウイルスは中和でき

るが、MokolaウイルスやLagosコウモリウイルスを中

和できないことが確認された。 

 

9．名古屋市の飼育犬125頭中117頭（93.6％）、神奈

川県の飼育犬288頭中254頭（88.2％）、合計413頭中

371頭（89.8％）が狂犬病に対して有効といわれる中

和抗体価0.5IU/ml以上を保有していることが確認さ

れた。 

 

10．狂犬病ワクチンの接種時期に関する検討を行っ

た。4-6月の接種時期の限定をCOVID-19の影響により

解除された結果のワクチン接種率を検討してみた。

その結果令和2年度は平成30年度よりも若干低下し

たが大きな低下ではないと考えられた。 

 

11．4-6月に限定する意味として集団接種を行うこと

が目的の一つであると聞いている。特に、獣医師が少

ない地域では、集団接種を実施することにより効率

の良い予防接種を実現可能であると考えられている。

集団ワクチン接種率と全体のワクチン接種率の比較

を地域ごとに行った。その結果、集団ワクチン接種率

と全体の接種率には正の相関があった。 

 

D.考察 

1．13年ぶりの国内での狂犬病の発生によりイヌへの

狂犬病予防接種やヒトへの曝露後ワクチン接種など

への影響があるかと思われたが、特に影響は認めら

れなかった。 

2．現行のワクチン接種率は登録上71.3％で、推定接

種率は51.7％であった。 

3．登録犬の上限年齢は25歳が適していると考えられ

た。 

4．ワクチン効果は、2回以上ワクチン接種している犬

においては2年は持続することが確認された。 

5．狂犬病予防法における問題点が抽出された。 

6．PhyloグループＩ以外のリッサウイルスに対して、

現行の狂犬病ワクチンは効果がないか低い可能性が

改めて確認された。 

7．国内の飼育犬はワクチン接種率が70％前後であり、

ペットフード協会の調べによる飼育頭数から勘案す

ると58.2％である。しかし、動物病院に来院した犬の

抗体保有率を調べると90％であり、飼育犬に限ると

十分な抗体保有率である。 

8．ワクチン接種時期に関しては、4-6月に限定しなく

ても各獣医師会の運用によるためか、接種率に大き

な影響を与えなかった。しかし、集団接種率が高い都

道府県等では、全体のワクチン接種率が高い傾向も

認められた。一方、4-6月に限定することにより、0歳

の犬の接種率が低いのも問題点として挙げられた。 

9．薬殺に関する規則の改定の必要性が確認された。 

 

E. 結論 

班会議を4回開催し、幾つかの課題が解決されたが、

70年前と現代の状況を鑑みて様々な課題が山積して

いることが確認された。特に、マイクロチップの導入

が進められるにあたり、狂犬病予防法におけるイヌ

の登録との連携が重要であると確認された。また、1

3年ぶりの狂犬病の国内発生は、国内での狂犬病発生

のリスクを再確認させた。最後に、ワクチンにより清

浄化に成功した後、ワクチン接種を終了し、検査と摘

発の徹底への移行する段階を定義する必要性が、狂

犬病のみならず他の感染症にも必要であることが再

確認された。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし 

 

G.  研究発表 

 1.  論文発表 
1. Kaku Y, Okutani A, Noguchi A, Inoue S, Mae

da K, Morikawa S. Epitope Mapping of A Vir
al Propagation-Inhibiting Single-Chain Var
iable Fragment Against Rabies Lyssavirus P
hosphoprotein. Monoclon Antib Immunodiagn 
Immunother. 2022 Feb;41(1):27-31.  

2. Nosaki Y, Maeda K, Watanabe M, Yokoi T, Iw
ai K, Noguchi A, Tobiume M, Satoh M, Kaku 
Y, Sato Y, Kato H, Okutani A, Kawahara M, 
Harada M, Inoue S, Maeda K, Suzuki T, Saij
o M, Takayama-Ito M. Fourth imported rabie
s case since the eradication of rabies in 
Japan in 1957. J Travel Med. 2021 Dec 29;2
8(8):taab151. 

3. 前田 健「Globalizationと人獣共通感染症」

日本臨牀2021．79巻2号 124-132 

4. 前田 健「人獣共通感染症：動物から学ぶ」実

験医学(羊土社)2021．39（2）56-64 

5. 野崎康伸、岩井克成、斗野敦士、福井通仁、伊

藤賀代子、高橋一嘉、森 章典、山本 優、山

本恵子、西條政幸、伊藤（高山）睦代、佐藤正

明、加藤博史、河原円香、鈴木忠樹、佐藤由

子、飛梅 実、前田 健、野口 章、加来義
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浩、奥谷晶子、原田倫子、井上 智、鈴木 

基、松井珠乃、島田智恵「日本国内で2020年に

発生した狂犬病患者の報告」(IASR Vol. 42 p8

1-82: 2021年4月号)  

 

 2.  学会発表 
1. 前田 健「動物由来感染症をもっと知ってくだ

さい」第21回分子予防環境医学研究会大会特別
シンポジウム「人獣共通感染症」2022 年2月8日 

2. Ken Maeda “One health approach to reduce 
the risks by zoonoses.” NARO Internationa
l Symposium 2021 “Outbreak and control st
rategy for transboundary animal and zoonot
ic diseases in Asia” 2021/11/5 

3. 前田 健「動物由来感染症を知る：SFTSからCOV
ID-19まで」Infection and Immunity Research
 Symposium XII令和3年10月8日 

4. 前田 健「SFTS：犬猫と獣医師の病気」令和3年
度獣医学術九州地区学会 宮崎県獣医師会企
画・三学会共催シンポジウム 令和3年10月 (W
EB画配信) 

5. 前田 健「適度な距離を！-ペットを守り、自分
を守るために-」2021年動物愛護週間中央行事2
021どうぶつ愛護オンラインシンポジウム令和3
年9月25日 

6. 前田 健「動物から学ぶ感染症」One Health R
esearch Centerキックオフシンポジウム基調講
演、令和3年5月29日 

7. 原田倫子、野崎康伸、野口章、加来義浩、井上 

雄介、奥谷晶子、井上智、伊藤（高山）睦代、西

條政幸、飛梅実、鈴木忠樹、前田 健「日本国内

で発生した狂犬病患者からのウイルス分離及び

系統解析」第 164 回日本獣医学会学術集会、

2021-09-07～13  

8. 井上雄介、加来義浩、井上智、野口章、石嶋彗

多、黒田雄大、立本完吾、Mendoza Milagros 

Virhuez、原田倫子、Thanmaporn Phichitrasilp、

鍬田龍星、高野愛、下田宙、前田 健「リッサウ

イルス属のシュードタイプウイルスの作製及び

交差反応性と特異性の考察」第 164 回日本獣医

学会学術集会 2021-09-07～13 

9. 井上雄介, 加来義浩, 井上智, 野口章, 原田倫

子, 石嶋慧多, 黒田雄大, 立本完吾, Milagros 

Virhuez Mendoza, Thanmaporn Phichitrasilp, 

鍬田龍星, 下田宙, 前田健「シュードタイプ VSV

を用いたリッサウイルスの抗体検出」第 68回日

本ウイルス学会 

10. 原田倫子, 野口章, 朴ウンシル, 加来義浩, 井

上雄介 , 黒田雄大 , 立本完吾 , Milagros 

Virhuez Mendoza, 井上智, 前田健、狂犬病ワク

チンの改良に向けた試み、第 68回日本ウイルス

学会、2021-11-16～18 

11. 前田 健「動物由来感染症について」日本ペス

トコントロール協会 令和 2 年度防除技術研修

会・感染症対策講習会 2020/12/03-13 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 
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